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〔
商
法
四
六
〇
〕

ニ
ュ
ー
ス
報
道
に
お
け
る
記
事
見
出
し
に
著
作
物
性

は
な
い
と
さ
れ
た
が
、
無
償
で
こ
れ
を
自
己
の
営
業

に
使
用
す
る
こ
と
は
社
会
的
な
相
当
性
を
欠
き
不
法

行
為
が
成
立
す
る
と
さ
れ
た
事
例

（
融
醗
癖
繍
鱒
笥
穣
↓

判例研究

〔
判
示
事
項
〕

一
　
記
事
見
出
し
に
つ
い
て
一
般
的
に
著
作
物
性
が
認
め
ら
れ
る
と

断
ず
る
こ
と
は
で
き
ず
、
多
大
の
労
力
、
費
用
を
か
け
て
取
材
し
、

記
事
を
作
成
し
、
記
事
見
出
し
の
作
成
に
至
っ
て
い
る
か
ら
と
い
っ

て
、
そ
の
こ
と
ゆ
え
に
、
当
然
に
す
べ
て
の
記
事
見
出
し
に
創
作
性

が
あ
る
と
い
う
べ
き
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

二
　
不
正
競
争
防
止
法
二
条
一
項
三
号
に
お
け
る
「
商
品
の
形
態
」

と
は
、
需
要
者
が
通
常
の
用
法
に
従
っ
た
使
用
に
際
し
て
知
覚
に
よ

っ
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
商
品
の
外
部
及
び
内
部
の
形
状
並
び

に
そ
の
形
状
に
結
合
し
た
模
様
、
色
彩
、
光
沢
及
び
質
感
で
あ
る
と

解
す
る
の
が
相
当
で
あ
り
、
記
事
見
出
し
を
模
倣
し
た
と
し
て
も
、

不
正
競
争
防
止
法
二
条
一
項
三
号
に
お
け
る
「
商
品
の
形
態
」
を
模

倣
し
た
こ
と
に
は
該
当
し
な
い
。

三
　
記
事
見
出
し
は
、
多
大
の
労
力
、
費
用
を
か
け
た
報
道
機
関
と

し
て
の
一
連
の
活
動
が
結
実
し
た
も
の
と
い
え
る
こ
と
、
著
作
権
法

に
よ
る
保
護
の
下
に
あ
る
と
ま
で
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
の
、
相
応
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の
苦
労
・
工
夫
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
簡
潔
な
表
現

に
よ
り
、
そ
れ
自
体
か
ら
報
道
さ
れ
る
事
件
等
の
ニ
ュ
ー
ス
の
概
要

に
つ
い
て
一
応
の
理
解
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
記
事

見
出
し
の
み
で
も
有
料
で
の
取
引
対
象
と
さ
れ
る
な
ど
独
立
し
た
価

値
を
有
す
る
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
実
情
が
あ
る
こ
と
な
ど
に

照
ら
せ
ば
、
記
事
見
出
し
は
、
法
的
保
護
に
値
す
る
利
益
と
な
り
得

る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

〔
参
照
条
文
〕

　
著
作
権
法
二
条
一
項
一
号
、
不
正
競
争
防
止
法
二
条
一
項
三
号
、

民
法
七
〇
九
条

〔
事
実
の
概
要
〕

　
X
（
読
売
新
聞
東
京
本
社
）
は
、
日
刊
新
聞
の
発
行
等
を
業
と
す

る
株
式
会
社
で
あ
り
、
そ
の
運
営
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
肖
○
巨
貫
一

〇
マ
ロ
ま
」
（
以
下
「
ヨ
ミ
ウ
リ
・
オ
ン
ラ
イ
ン
」
と
い
う
。
）
に
お

い
て
、
X
の
ニ
ュ
ー
ス
記
事
本
文
（
以
下
「
Y
O
」
記
事
」
と
い

う
。
）
及
び
そ
の
記
事
見
出
し
（
以
下
「
Y
O
」
見
出
し
」
と
い

う
。
）
を
掲
出
し
て
い
る
。
X
、
読
売
新
聞
大
阪
本
社
、
同
西
部
本

社
は
、
全
国
三
四
〇
箇
所
に
本
社
、
支
社
、
支
局
、
通
信
部
等
の
取

材
網
を
張
り
巡
ら
せ
、
こ
れ
ら
に
配
属
さ
れ
た
二
三
〇
〇
人
を
超
え

る
取
材
記
者
を
擁
し
、
海
外
に
は
四
一
箇
所
に
取
材
拠
点
を
設
け
、

六
〇
人
を
越
え
る
取
材
記
者
を
派
遣
し
て
お
り
、
日
々
の
取
材
活
動

に
よ
り
様
々
な
情
報
を
収
集
し
、
そ
の
得
ら
れ
た
情
報
を
も
と
に
記

事
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
情
報
は
、
こ
れ
ら
の
全
国
に
配
さ
れ
た
記

者
が
実
際
に
現
場
に
足
を
運
び
関
係
者
か
ら
話
を
聞
く
な
ど
と
い
う

取
材
活
動
に
よ
っ
て
取
得
さ
れ
て
い
る
。

　
ヨ
ミ
ウ
リ
・
オ
ン
ラ
イ
ン
に
掲
載
さ
れ
る
Y
O
L
記
事
は
、
一
日

一
六
〇
本
な
い
し
二
〇
〇
本
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
掲
載
記
事
は
、
X

か
ら
出
稿
さ
れ
た
も
の
が
九
割
、
大
阪
本
社
、
西
部
本
社
か
ら
の
出

稿
が
一
割
程
度
で
あ
り
、
メ
デ
ィ
ア
戦
略
局
編
集
部
に
集
め
ら
れ
る
。

メ
デ
ィ
ア
戦
略
局
編
集
部
の
編
集
記
者
は
、
こ
れ
ら
の
記
事
に
つ
い

て
、
Y
O
L
見
出
し
を
作
成
す
る
。
Y
O
L
見
出
し
の
作
成
は
、
平

日
夕
刊
帯
で
二
～
三
人
、
朝
刊
帯
で
三
～
四
人
、
宿
直
体
制
時
間
に

一
人
の
編
集
記
者
が
担
当
し
て
お
り
、
一
日
一
人
平
均
三
〇
～
四
〇

本
の
記
事
に
つ
い
て
Y
O
L
見
出
し
を
作
成
し
て
い
る
。

　
新
聞
紙
面
上
の
記
事
見
出
し
は
、
通
常
八
字
以
内
と
さ
れ
て
い
る

（
新
聞
紙
面
上
の
見
出
し
に
は
、
「
ト
ッ
パ
ン
見
出
し
」
、
「
主
見
出

し
」
、
「
割
り
見
出
し
」
、
「
袖
見
出
し
」
が
あ
る
。
）
が
、
Y
O
L
見

出
し
は
、
全
角
文
字
で
二
五
字
以
内
（
新
聞
紙
面
上
の
ト
ッ
パ
ン
見

出
し
、
主
見
出
し
、
割
り
見
出
し
を
合
わ
せ
た
文
字
数
に
相
当
）
と

な
っ
て
お
り
、
新
聞
紙
面
上
の
一
つ
の
記
事
見
出
し
に
比
べ
て
、
多

く
の
情
報
量
を
盛
り
込
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
Y
O
L
見
出
し

は
、
簡
潔
な
表
現
に
よ
り
、
そ
れ
を
読
ん
だ
だ
け
で
も
、
報
道
さ
れ
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る
事
件
等
の
ニ
ュ
ー
ス
の
概
要
に
つ
い
て
、
一
応
の
理
解
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
ヨ
ミ
ウ
リ
・
オ
ン
ラ
イ
ン
に
掲
載
さ
れ
た
Y
O
L
見
出
し
及
び
Y

O
L
記
事
は
、
一
般
読
者
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
ア
ク
セ
ス
し
、

無
料
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
X
が
Y
O

L
記
事
等
を
提
供
し
て
い
る
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
（
以
下
「
ヤ
フ
ー
」

と
い
う
。
）
、
イ
ン
フ
ォ
シ
ー
ク
な
ど
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
上
の
ニ
ュ

ー
ス
欄
で
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
ア
ク
セ
ス
し
、
無
料
で
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
、

ニ
ュ
ー
ス
記
事
等
が
掲
載
さ
れ
た
ぺ
ー
ジ
に
広
告
を
併
せ
て
掲
載
す

る
こ
と
に
よ
る
広
告
収
入
で
利
益
が
確
保
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
結
果
、

読
者
に
対
し
て
は
無
料
提
供
し
て
い
る
形
に
な
っ
て
い
る
。
ニ
ュ
ー

ス
記
事
等
を
全
く
無
料
で
開
放
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
し
て
、

X
か
ら
ヤ
フ
ー
な
ど
へ
の
Y
O
L
記
事
等
の
提
供
は
、
有
料
で
行
わ

れ
て
い
る
ほ
か
、
Y
O
L
見
出
し
は
、
Y
O
L
記
事
と
離
れ
て
独
自

に
取
引
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
Y
は
、
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
の
企
画
・
制
作
等
を
業
と
す
る
有

限
会
社
で
あ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
「
ラ
イ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス
」

と
称
す
る
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
「
ラ
イ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス
サ
ー
ビ
ス
」
と

い
う
。
）
を
提
供
し
て
い
る
。

　
Y
は
、
U
R
L
を
「
耳
8
一
＼
＼
目
Z
国
↓
○
囚
○
ω
。
α
－
鉾
8
。
ピ
＼
」

と
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
以
下
「
Y
サ
イ
ト
」
と
い
う
。
）
を
開
設

し
て
い
る
。
Y
は
、
平
成
一
三
年
二
月
こ
ろ
、
ラ
イ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス

サ
ー
ビ
ス
を
正
式
に
開
始
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
一
四
年
一
月
こ
ろ

か
ら
有
料
広
告
を
掲
載
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
Y
は
、
Y
サ
イ
ト
に
お
い
て
、
ヤ
フ
ー
の
開
設
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
「
Y
a
h
o
o
！
J
a
P
a
n
」
（
以
下
「
ヤ
フ
ー
サ
イ
ト
」
と

い
う
。
）
上
の
ニ
ュ
ー
ス
記
事
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
（
以
下
「
Y
a
h

o
o
！
ニ
ュ
ー
ス
」
と
い
う
。
）
へ
の
リ
ン
ク
を
張
り
、
そ
の
リ
ン

ク
ボ
タ
ン
の
多
く
を
ニ
ュ
ー
ス
記
事
の
「
見
出
し
」
語
句
と
同
一
の

語
句
を
使
用
し
て
い
る
（
上
記
リ
ン
ク
ボ
タ
ン
と
さ
れ
た
見
出
し
を

以
下
「
Y
リ
ン
ク
見
出
し
」
と
い
う
。
）
。

　
Y
は
、
Y
サ
イ
ト
上
の
Y
リ
ン
ク
見
出
し
及
び
リ
ン
ク
先
の
U
R

L
を
、
ヤ
フ
ー
サ
イ
ト
上
の
ニ
ュ
ー
ス
記
事
を
参
考
に
し
て
、
定
期

的
に
更
新
し
て
い
る
。

　
ラ
イ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス
サ
ー
ビ
ス
は
、
色
や
デ
ザ
イ
ン
の
カ
ス
タ
マ

イ
ズ
機
能
等
の
有
無
な
ど
に
よ
り
、
複
数
の
タ
イ
プ
が
あ
る
が
、
最

新
ニ
ュ
ー
ス
の
ぺ
ー
ジ
に
リ
ン
ク
し
た
Y
リ
ン
ク
見
出
し
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
に
表
示
す
る
機
能
を
有
す
る
点
で
共
通
す
る
。
そ
の
概
要

は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
ア
　
ユ
ー
ザ
登
録

　
ラ
イ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
希
望
す
る
者
は
、
Y
サ
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イ
ト
に
ユ
ー
ザ
登
録
を
す
る
（
上
記
登
録
を
し
た
者
を
以
下
「
ラ
イ

ン
ト
ピ
ッ
ク
ス
サ
ー
ビ
ス
登
録
ユ
ー
ザ
」
と
い
う
。
）
。

　
イ
　
ラ
イ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス
設
置
用
H
T
M
L
デ
ー
タ
の
送
信

　
Y
は
、
他
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
に
Y
リ
ン
ク
見
出
し
部
分
を
表
示

さ
せ
る
制
御
情
報
を
表
す
H
T
M
L
デ
ー
タ
（
Y
の
管
理
す
る
サ
ー

バ
内
の
Y
リ
ン
ク
見
出
し
に
係
る
S
W
F
フ
ァ
イ
ル
の
再
生
を
制
御

す
る
も
の
）
を
作
成
し
、
同
デ
ー
タ
を
、
Y
サ
ー
バ
か
ら
、
ラ
イ
ン

ト
ピ
ッ
ク
ス
サ
ー
ビ
ス
登
録
ユ
ー
ザ
に
対
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
じ
て
、
送
信
し
て
い
る
。
ラ
イ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス
サ
ー
ビ
ス
登
録
ユ

ー
ザ
は
、
上
記
デ
ー
タ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
Y
サ
ー
ビ
ス
に
お
い

て
指
定
さ
れ
た
手
順
を
踏
む
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上

に
、
Y
リ
ン
ク
見
出
し
を
表
示
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
（
以
下
、
Y

が
ラ
イ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
作
成
し
た
見
出
し
を

「
」
丁
見
出
し
」
と
い
う
。
そ
し
て
、
L
T
見
出
し
を
ク
リ
ッ
ク
す

る
こ
と
で
「
Y
a
h
o
o
！
ニ
ュ
ー
ス
」
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
本
文

に
リ
ン
ク
す
る
機
能
の
付
い
た
も
の
を
「
」
T
リ
ン
ク
見
出
し
」
と

い
う
。
Y
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
L
T
見
出
し
を
表
示
し
て
い
る
部
分

が
「
」
丁
表
示
部
分
」
で
あ
る
）
。

　
ウ
　
L
T
リ
ン
ク
見
出
し
の
表
示

　
ラ
イ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス
設
置
用
の
H
T
M
L
デ
ー
タ
は
、
ラ
イ
ン
ト

ピ
ッ
ク
ス
サ
ー
ビ
ス
登
録
ユ
ー
ザ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
設
置
さ
れ
た

ラ
イ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
、
Y
の
管
理
す
る
サ
ー
バ
内
の
S
W
F
フ
ァ

イ
ル
を
F
L
A
S
H
ム
ー
ビ
ー
に
よ
り
再
生
す
る
よ
う
制
御
す
る
も

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
S
W
F
フ
ァ
イ
ル
に
は
、
L
T
リ
ン
ク

見
出
し
の
デ
ー
タ
及
び
そ
の
リ
ン
ク
先
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
U
R
L

デ
ー
タ
が
含
ま
れ
て
お
り
、
ラ
イ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス
サ
ー
ビ
ス
登
録
ユ

ー
ザ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
設
置
さ
れ
た
ラ
イ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
は
、

L
T
リ
ン
ク
見
出
し
が
表
示
さ
れ
る
。
ま
た
、
ラ
イ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス

に
表
示
さ
れ
た
L
T
リ
ン
ク
見
出
し
は
リ
ン
ク
先
U
R
L
に
リ
ン
ク

し
て
お
り
、
L
T
リ
ン
ク
見
出
し
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
指
定
さ
れ

た
U
R
L
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
が
別
ウ
ィ
ン
ド
ウ
で
開
く
よ
う
に
設
定

さ
れ
て
い
る
。

　
エ
　
L
T
リ
ン
ク
見
出
し
等
の
更
新

　
Y
は
、
ヤ
フ
ー
が
運
営
す
る
ヤ
フ
ー
サ
イ
ト
上
に
表
示
さ
れ
る

「
Y
a
h
o
o
！
ニ
ュ
ー
ス
」
の
最
新
の
記
事
見
出
し
及
び
そ
の
記

事
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
U
R
L
を
参
考
に
し
て
、
ラ
イ
ン
ト
ピ
ッ
ク

ス
サ
ー
ビ
ス
登
録
ユ
ー
ザ
の
ラ
イ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
表
示
さ
れ
る
S

W
F
フ
ァ
イ
ル
の
デ
ー
タ
、
す
な
わ
ち
L
T
リ
ン
ク
見
出
し
及
び
そ

の
リ
ン
ク
先
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
U
R
L
を
定
期
的
に
更
新
し
て
い
る
。

Y
は
、
平
日
は
一
日
三
回
（
一
〇
時
頃
、
二
二
時
頃
、
一
八
時
頃
）
、

土
日
休
日
は
一
日
一
回
の
L
T
リ
ン
ク
見
出
し
の
更
新
を
努
め
て
行

う
よ
う
に
し
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
ラ
イ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス
サ
ー
ビ
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ス
登
録
ユ
ー
ザ
の
ラ
イ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
、
更
新
さ
れ
た
Y
リ
ン
ク

見
出
し
が
表
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
L
T
リ
ン
ク
見
出
し

の
リ
ン
ク
先
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
（
U
R
L
）
は
、
「
Y
a
h
o
o
ー
二
一

ユ
ー
ス
」
の
記
事
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
と
な
り
、
Y
リ
ン
ク
見
出
し
を

ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
リ
ン
ク
先
の
「
Y
a
h
o
o
！
ニ
ュ
ー
ス
」
の

記
事
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
が
別
ウ
ィ
ン
ド
ウ
で
開
く
。

　
Y
は
、
Y
サ
イ
ト
に
お
い
て
、
L
T
リ
ン
ク
見
出
し
を
表
示
し
て

い
る
。
こ
の
Y
リ
ン
ク
見
出
し
も
、
ラ
イ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス
サ
ー
ビ
ス

登
録
ユ
ー
ザ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
ラ
イ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス
に

表
示
さ
れ
る
も
の
と
同
様
、
「
Y
a
h
o
o
！
ニ
ュ
ー
ス
」
の
記
事

の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
に
リ
ン
ク
し
て
お
り
、
L
T
リ
ン
ク
見
出
し
を
ク

リ
ッ
ク
す
る
と
、
リ
ン
ク
先
の
「
Y
a
h
o
o
！
ニ
ュ
ー
ス
」
の
記

事
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
が
別
ウ
ィ
ン
ド
ウ
で
開
く
。
Y
は
、
Y
a
h
o

o
！
ニ
ュ
ー
ス
の
記
事
ぺ
ー
ジ
を
閲
覧
し
、
Y
O
L
記
事
を
含
む
Y

a
h
o
o
！
ニ
ュ
ー
ス
記
事
の
中
か
ら
、
重
要
度
、
ユ
ー
ザ
の
関
心

度
が
高
い
と
思
わ
れ
る
ニ
ュ
ー
ス
を
選
択
し
、
L
T
見
出
し
及
び
そ

の
リ
ン
ク
先
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
U
R
L
を
、
Y
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
サ
ー

バ
内
の
管
理
用
サ
イ
ト
内
に
あ
る
管
理
画
面
の
所
定
位
置
に
手
動
で

入
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
Y
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
L
T
表
示
部
分
に

上
記
手
動
入
力
に
よ
る
L
T
リ
ン
ク
見
出
し
（
Y
a
h
o
o
！
ニ
ュ

ー
ス
の
記
事
に
リ
ン
ク
す
る
機
能
を
有
す
る
L
T
見
出
し
）
を
表
示

し
、
さ
ら
に
、
ラ
イ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
、
設
置
ユ
ー

ザ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
L
T
表
示
部
分
に
も
、
同
じ
L
T
リ
ン
ク

見
出
し
を
表
示
さ
せ
た
。
Y
は
、
Y
O
L
見
出
し
と
全
く
同
一
の
表

現
で
L
T
リ
ン
ク
見
出
し
を
入
力
す
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
Y
O
L
見

出
し
と
多
少
異
な
る
L
T
リ
ン
ク
見
出
し
と
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

た
だ
し
、
各
L
T
リ
ン
ク
見
出
し
に
は
、
Y
が
そ
れ
を
作
成
す
る
際

に
閲
覧
し
た
Y
a
h
o
o
！
ニ
ュ
ー
ス
の
記
事
を
作
成
し
た
新
聞
社

等
の
名
は
、
記
載
さ
れ
て
は
い
な
い
。

　
Y
は
、
ラ
イ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
、
時
事
ニ
ュ
ー

ス
に
つ
い
て
は
、
六
個
の
L
T
リ
ン
ク
見
出
し
（
す
べ
て
が
Y
O
L

見
出
し
に
依
拠
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
）
と
二
個
の
広
告
を
L

T
表
示
部
分
に
順
に
表
示
さ
れ
る
よ
う
に
し
て
お
り
、
「
記
事
一
↓

記
事
二
↓
記
事
三
↓
広
告
A
枠
↓
記
事
四
↓
記
事
五
↓
記
事
六
↓
広

告
B
枠
」
（
こ
こ
で
い
う
「
記
事
」
と
は
「
」
T
リ
ン
ク
見
出
し
」

の
こ
と
で
あ
る
。
）
の
よ
う
に
、
L
T
リ
ン
ク
見
出
し
が
一
周
す
る

間
に
広
告
が
広
告
A
枠
と
広
告
B
枠
に
そ
れ
ぞ
れ
一
回
ず
つ
表
示
さ

れ
る
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
広
告
は
、
有
料
で
あ
り
、
Y

は
、
第
三
者
の
広
告
を
掲
載
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
広
告
掲
載
料
を

得
て
い
る
。
広
告
掲
載
料
は
、
広
告
A
枠
と
広
告
B
枠
に
計
二
回
表

示
さ
れ
る
権
利
を
一
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
二
万
円
で
五
〇
万
ポ
イ
ン

ト
、
三
万
九
千
円
で
一
〇
〇
万
ポ
イ
ン
ト
（
ラ
イ
ト
プ
ラ
ン
の
場
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合
）
と
い
っ
た
よ
う
に
、
ポ
イ
ン
ト
数
に
応
じ
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。

　
Y
の
運
営
す
る
ラ
イ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス
サ
ー
ビ
ス
は
、
平
成
一
四
年

二
月
時
点
で
、
設
置
登
録
ユ
ー
ザ
数
が
約
七
五
〇
〇
サ
イ
ト
、
月
間

ア
ク
セ
ス
数
は
一
二
〇
〇
万
ア
ク
セ
ス
で
あ
り
、
同
年
六
月
二
〇
日

に
は
、
設
置
登
録
ユ
ー
ザ
数
が
一
万
三
〇
〇
〇
サ
イ
ト
を
越
え
、
同

年
一
二
月
三
日
に
は
設
置
登
録
ユ
ー
ザ
数
が
二
万
サ
イ
ト
を
越
え
、

月
間
ア
ク
セ
ス
数
は
三
〇
〇
〇
万
ア
ク
セ
ス
を
越
え
た
。

　
平
成
一
六
年
七
月
ま
で
の
三
一
か
月
間
に
合
計
一
六
〇
万
二
二
八

二
円
の
広
告
収
入
を
得
た
。
こ
の
間
の
一
か
月
平
均
の
広
告
収
入
は
、

五
万
一
六
五
七
円
で
あ
る
。
L
T
表
示
部
分
に
表
示
さ
れ
た
L
T
リ

ン
ク
見
出
し
の
数
は
、
合
計
三
六
五
個
で
あ
り
、
期
問
は
六
一
日
問

で
あ
る
か
ら
、
一
日
平
均
約
六
個
で
あ
る
。

　
X
と
ヤ
フ
ー
は
、
平
成
二
二
年
八
月
二
〇
日
、
X
が
ヤ
フ
ー
に
対

し
、
ヨ
ミ
ウ
リ
・
オ
ン
ラ
イ
ン
の
主
要
な
ニ
ュ
ー
ス
を
有
償
で
使
用

許
諾
す
る
こ
と
な
ど
を
内
容
と
す
る
契
約
を
締
結
し
た
。
こ
の
契
約

に
基
づ
き
、
「
Y
a
h
o
o
！
ニ
ュ
ー
ス
」
に
は
、
Y
O
L
見
出
し

と
同
一
の
記
事
見
出
し
が
表
示
さ
れ
て
お
り
、
同
記
事
見
出
し
を
リ

ン
ク
ボ
タ
ン
と
し
て
、
ヨ
ミ
ウ
リ
・
オ
ン
ラ
イ
ン
の
Y
O
L
記
事
の

ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
に
リ
ン
ク
し
、
Y
O
L
記
事
と
同
一
の
記
事
が
表
示

さ
れ
る
。
な
お
、
「
Y
a
h
o
o
！
ニ
ュ
ー
ス
」
に
は
、
X
の
Y
O

L
見
出
し
以
外
に
、
他
の
報
道
機
関
の
記
事
見
出
し
も
表
示
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
ら
の
記
事
見
出
し
も
、
提
供
先
の
各
報
道
機
関
の
ニ
ュ

ー
ス
サ
イ
ト
に
お
け
る
記
事
本
文
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
を
リ
ン
ク
先
と

し
た
リ
ン
ク
ボ
タ
ン
と
さ
れ
て
い
る
。
X
は
、
平
成
一
四
年
一
〇
月

八
日
か
ら
同
年
一
二
月
七
日
ま
で
の
間
、
Y
O
L
見
出
し
を
作
成
し
、

ヨ
ミ
ウ
リ
・
オ
ン
ラ
イ
ン
に
掲
出
す
る
と
と
も
に
、
ヤ
フ
ー
に
許
諾

し
て
、
ヤ
フ
ー
に
よ
り
同
一
の
Y
O
L
見
出
し
及
び
こ
れ
に
対
応
す

る
Y
O
L
記
事
を
「
Y
a
h
o
o
！
ニ
ュ
ー
ス
」
に
表
示
さ
せ
た
。

　
X
が
、
Y
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
お
い
て
、
X
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に

掲
出
さ
れ
る
記
事
見
出
し
及
び
こ
れ
と
類
似
す
る
記
事
見
出
し
の
複

製
・
使
用
等
の
差
止
め
、
な
ら
び
に
六
八
二
五
万
円
の
損
害
賠
償
を

求
め
て
訴
え
を
提
起
し
た
。

　
原
審
（
東
京
地
判
平
成
一
六
年
三
月
二
四
日
、
最
高
裁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
「
知
的
財
産
権
裁
判
例
集
」
）
は
、
Y
サ
イ
ト
上
に
Y
リ
ン
ク

見
出
し
を
掲
出
さ
せ
る
等
の
Y
の
行
為
は
、
X
が
Y
O
L
見
出
し
に

つ
い
て
有
す
る
著
作
権
（
複
製
権
及
び
公
衆
送
信
権
）
を
侵
害
す
る

か
に
つ
き
、
「
Y
O
」
見
出
し
は
、
Y
O
L
記
事
で
記
載
さ
れ
た
事

実
を
抜
き
だ
し
て
記
述
し
た
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
り
、
著
作
権
法

一
〇
条
二
項
所
定
の
『
事
実
の
伝
達
に
す
ぎ
な
い
雑
報
及
び
時
事
の

報
道
』
（
著
作
権
法
一
〇
条
二
項
）
に
該
当
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ

る
。
…
…
X
の
挙
げ
る
具
体
的
な
Y
O
L
見
出
し
は
い
ず
れ
も
創
作

的
表
現
と
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
、
ま
た
、
本
件
全
証
拠
に
よ
る
も
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Y
O
L
見
出
し
が
、
Y
O
L
記
事
で
記
載
さ
れ
た
事
実
と
離
れ
て
格

別
の
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
た
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
認
め
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
ら
、
Y
O
L
見
出
し
は
著
作
物
で
あ
る
と
は
い
え
な

い
。
」
と
述
べ
、
Y
O
L
見
出
し
の
著
作
物
性
を
否
定
し
た
。
ま
た
、

Y
サ
イ
ト
上
に
Y
リ
ン
ク
見
出
し
を
掲
出
さ
せ
る
等
の
Y
の
行
為
は
、

X
に
対
す
る
不
法
行
為
を
構
成
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
「
Y
O
」
見

出
し
は
、
X
自
身
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
無
償
で
公
開
し
た
情
報

で
あ
り
、
…
…
著
作
権
法
等
に
よ
っ
て
、
X
に
排
他
的
な
権
利
が
認

め
ら
れ
な
い
以
上
、
第
三
者
が
こ
れ
ら
を
利
用
す
る
こ
と
は
、
本
来

自
由
で
あ
る
と
い
え
る
。
不
正
に
自
ら
の
利
益
を
図
る
目
的
に
よ
り

利
用
し
た
場
合
あ
る
い
は
X
に
損
害
を
加
え
る
目
的
に
よ
り
利
用
し

た
場
合
な
ど
特
段
の
事
情
の
な
い
限
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
公

開
さ
れ
た
情
報
を
利
用
す
る
こ
と
が
違
法
と
な
る
こ
と
は
な
い
。
そ

し
て
、
本
件
全
証
拠
に
よ
る
も
、
Y
の
行
為
が
、
こ
の
よ
う
な
不
正

な
利
益
を
図
っ
た
り
、
損
害
を
加
え
た
り
す
る
目
的
で
行
わ
れ
た
行

為
と
評
価
さ
れ
る
特
段
の
事
情
が
存
在
す
る
と
認
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
」
と
の
判
断
を
示
し
て
、
X
の
請
求
を
棄
却
し
た
。

　
X
が
控
訴
。

〔
判
　
旨
〕

【
　
見
出
し
の
著
作
物
性
に
つ
い
て

コ
般
に
、
ニ
ュ
ー
ス
報
道
に
お
け
る
記
事
見
出
し
は
、
報
道
対
象

と
な
る
出
来
事
等
の
内
容
を
簡
潔
な
表
現
で
正
確
に
読
者
に
伝
え
る

と
い
う
性
質
か
ら
導
か
れ
る
制
約
が
あ
る
ほ
か
、
使
用
し
得
る
字
数

に
も
お
の
ず
と
限
界
が
あ
る
こ
と
な
ど
に
も
起
因
し
て
、
表
現
の
選

択
の
幅
は
広
い
と
は
い
い
難
く
、
創
作
性
を
発
揮
す
る
余
地
が
比
較

的
少
な
い
こ
と
は
否
定
し
難
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
著
作
物
性
が
肯
定

さ
れ
る
こ
と
は
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
ニ
ュ
ー
ス
報
道
に
お
け
る
記
事
見
出
し
で
あ
る
か
ら
と

い
っ
て
、
直
ち
に
す
べ
て
が
著
作
権
法
一
〇
条
二
項
に
該
当
し
て
著

作
物
性
が
否
定
さ
れ
る
も
の
と
即
断
す
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
そ
の

表
現
い
か
ん
で
は
、
創
作
性
を
肯
定
し
得
る
余
地
も
な
い
で
は
な
い

の
で
あ
っ
て
、
結
局
は
、
各
記
事
見
出
し
の
表
現
を
個
別
具
体
的
に

検
討
し
て
、
創
作
的
表
現
で
あ
る
と
い
え
る
か
否
か
を
判
断
す
べ
き

も
の
で
あ
る
。
」

「
ニ
ュ
ー
ス
報
道
に
お
け
る
記
事
見
出
し
は
、
そ
の
表
現
い
か
ん
で

は
、
創
作
性
を
肯
定
し
得
る
余
地
も
な
い
で
は
な
い
の
で
は
あ
る
が
、

一
般
に
は
、
著
作
物
性
が
肯
定
さ
れ
る
こ
と
は
必
ず
し
も
容
易
で
は

な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
結
局
は
、
個
々
の
記
事
見
出

し
の
表
現
を
検
討
し
て
、
創
作
的
表
現
で
あ
る
と
い
え
る
か
否
か
を

判
断
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
お
よ
そ
Y
O
」
見
出
し
一
般
に
著
作

物
性
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
X
の
主
張
は
、
直
ち
に
採
用

し
難
い
と
い
う
ほ
か
な
い
。
」
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「
Y
O
」
見
出
し
の
性
質
や
作
成
過
程
等
に
つ
い
て
X
が
種
々
主
張

す
る
と
こ
ろ
を
考
慮
し
て
も
、
X
作
成
の
Y
O
L
見
出
し
に
つ
い
て

一
般
的
に
著
作
物
性
が
認
め
ら
れ
る
と
断
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い

（
後
に
判
示
す
る
よ
う
に
、
X
が
多
大
の
労
力
、
費
用
を
か
け
て
取

材
し
、
記
事
を
作
成
し
、
Y
O
L
見
出
し
の
作
成
に
至
っ
て
い
る
か

ら
と
い
っ
て
、
そ
の
こ
と
ゆ
え
に
、
当
然
に
す
べ
て
の
Y
O
L
見
出

し
に
創
作
性
が
あ
る
と
い
う
べ
き
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
）
。
」

二
　
見
出
し
の
「
商
品
の
形
態
」
該
当
性

「
不
正
競
争
防
止
法
二
条
一
項
三
号
に
お
け
る
『
商
品
の
形
態
』
と

は
、
需
要
者
が
通
常
の
用
法
に
従
っ
た
使
用
に
際
し
て
知
覚
に
よ
っ

て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
商
品
の
外
部
及
び
内
部
の
形
状
並
び
に

そ
の
形
状
に
結
合
し
た
模
様
、
色
彩
、
光
沢
及
び
質
感
で
あ
る
と
解

す
る
の
が
相
当
で
あ
る
（
平
成
一
七
年
六
月
一
三
日
成
立
の
平
成
一

七
年
法
律
第
七
五
号
『
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
』
は
、
上
記
と
同
旨
の
定
義
規
定
を
設
け
た
。
本
件
に
同
改
正
法

が
適
用
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
上
記
改
正
は
、
従
来
の
判
例
な

ど
に
よ
り
一
般
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
解
釈
に
基
づ
い
て
規
定
を
明
確

化
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
の
で
（
産
業
構
造
審
議
会
知
的
財
産
政
策

部
会
不
正
競
争
防
止
小
委
員
会
『
不
正
競
争
防
止
法
の
見
直
し
の
方

向
性
に
つ
い
て
』
平
成
一
七
年
一
月
）
、
改
正
前
の
法
律
の
解
釈
と

し
て
も
相
当
な
も
の
で
あ
る
。
）
。

　
そ
う
す
る
と
、
仮
に
、
Y
O
L
見
出
し
を
模
倣
し
た
と
し
て
も
、

不
正
競
争
防
止
法
二
条
一
項
三
号
に
お
け
る
『
商
品
の
形
態
』
を
模

倣
し
た
こ
と
に
は
該
当
し
な
い
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
っ
て
、
そ
の

余
の
点
に
つ
い
て
判
断
す
る
ま
で
も
な
く
、
X
の
不
正
競
争
防
止
法

違
反
を
理
由
と
す
る
本
訴
請
求
は
、
理
由
が
な
い
。
」

三
　
不
法
行
為
成
立
の
可
否
に
つ
い
て

「
不
法
行
為
（
民
法
七
〇
九
条
）
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
必
ず
し

も
著
作
権
な
ど
法
律
に
定
め
ら
れ
た
厳
密
な
意
味
で
の
権
利
が
侵
害

さ
れ
た
場
合
に
限
ら
ず
、
法
的
保
護
に
値
す
る
利
益
が
違
法
に
侵
害

が
さ
れ
た
場
合
で
あ
れ
ば
不
法
行
為
が
成
立
す
る
も
の
と
解
す
べ
き

で
あ
る
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
い
て
は
、
大
量
の
情
報
が
高
速
度
で
伝
達

さ
れ
、
こ
れ
に
ア
ク
セ
ス
す
る
者
に
対
し
て
多
大
の
恩
恵
を
与
え
て

い
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
価
値
の
あ
る
情
報
は
、

何
ら
の
労
力
を
要
す
る
こ
と
な
く
当
然
の
よ
う
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
に
存
在
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
と
こ
ろ
で
あ

っ
て
、
情
報
を
収
集
・
処
理
し
、
こ
れ
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
開

示
す
る
者
が
い
る
か
ら
こ
そ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
大
量
の
情
報

が
存
在
し
得
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ニ
ュ
ー
ス
報
道
に
お
け
る
情

報
は
、
X
ら
報
道
機
関
に
よ
る
多
大
の
労
力
、
費
用
を
か
け
た
取
材
、

原
稿
作
成
、
編
集
、
見
出
し
作
成
な
ど
の
一
連
の
日
々
の
活
動
が
あ
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る
か
ら
こ
そ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
有
用
な
情
報
と
な
り
得
る
も

の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
検
討
す
る
に
、
前
認
定
の
事
実
、
と
り
わ
け
、
本
件
Y

O
L
見
出
し
は
、
X
の
多
大
の
労
力
、
費
用
を
か
け
た
報
道
機
関
と

し
て
の
一
連
の
活
動
が
結
実
し
た
も
の
と
い
え
る
こ
と
、
著
作
権
法

に
よ
る
保
護
の
下
に
あ
る
と
ま
で
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
の
、
相
応

の
苦
労
・
工
夫
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
簡
潔
な
表
現

に
よ
り
、
そ
れ
自
体
か
ら
報
道
さ
れ
る
事
件
等
の
ニ
ュ
ー
ス
の
概
要

に
つ
い
て
一
応
の
理
解
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
Y
O

L
見
出
し
の
み
で
も
有
料
で
の
取
引
対
象
と
さ
れ
る
な
ど
独
立
し
た

価
値
を
有
す
る
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
実
情
が
あ
る
こ
と
な
ど

に
照
ら
せ
ば
、
Y
O
L
見
出
し
は
、
法
的
保
護
に
値
す
る
利
益
と
な

り
得
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
一
方
、
前
認
定
の
事
実
に
よ
れ

ば
、
Y
は
、
X
に
無
断
で
、
営
利
の
目
的
を
も
っ
て
、
か
つ
、
反
復

継
続
し
て
、
し
か
も
、
Y
O
L
見
出
し
が
作
成
さ
れ
て
問
も
な
い
い

わ
ば
情
報
の
鮮
度
が
高
い
時
期
に
、
Y
O
L
見
出
し
及
び
Y
O
L
記

事
に
依
拠
し
て
、
特
段
の
労
力
を
要
す
る
こ
と
も
な
く
こ
れ
ら
を
デ

ツ
ド
コ
ピ
ー
な
い
し
実
質
的
に
デ
ッ
ド
コ
ピ
ー
し
て
L
T
リ
ン
ク
見

出
し
を
作
成
し
、
こ
れ
ら
を
自
ら
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
L
T
表
示

部
分
の
み
な
ら
ず
、
二
万
サ
イ
ト
程
度
に
も
及
ぶ
設
置
登
録
ユ
ー
ザ

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
L
T
表
示
部
分
に
表
示
さ
せ
る
な
ど
、
実
質

的
に
L
T
リ
ン
ク
見
出
し
を
配
信
し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の

よ
う
な
ラ
イ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス
サ
ー
ビ
ス
が
X
の
Y
O
L
見
出
し
に
関

す
る
業
務
と
競
合
す
る
面
が
あ
る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
も
の
で
あ

る
。　

そ
う
す
る
と
、
Y
の
ラ
イ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
一

連
の
行
為
は
、
社
会
的
に
許
容
さ
れ
る
限
度
を
越
え
た
も
の
で
あ
っ

て
、
X
の
法
的
保
護
に
値
す
る
利
益
を
違
法
に
侵
害
し
た
も
の
と
し

て
不
法
行
為
を
構
成
す
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
」

「
Y
が
ラ
イ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス
サ
ー
ビ
ス
を
一
定
期
間
行
っ
て
い
た
か

ら
と
い
っ
て
、
そ
の
分
、
X
の
Y
O
」
見
出
し
に
ア
ク
セ
ス
す
る
数

が
現
実
に
減
少
し
た
な
ど
の
事
情
が
証
拠
上
認
め
る
こ
と
が
で
き
な

い
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
視
点
か
ら
は
、
X
に
は
実
損
害
が
生
じ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
と
も
い
え
な
く
も
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ

う
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
他
人
の
形
成
し
た
情
報
に
つ
い
て
、
契

約
締
結
を
し
て
約
定
の
使
用
料
を
支
払
っ
て
こ
れ
を
営
業
に
使
用
す

る
者
が
あ
る
の
を
後
目
に
、
契
約
締
結
を
し
な
い
で
そ
れ
ゆ
え
無
償

で
こ
れ
を
自
己
の
営
業
に
使
用
す
る
者
を
、
当
該
他
人
に
実
損
害
が

生
じ
て
い
な
い
も
の
と
し
て
、
何
ら
の
費
用
負
担
な
く
し
て
容
認
す

る
こ
と
は
、
侵
害
行
為
を
助
長
す
る
結
果
に
な
り
、
社
会
的
な
相
当

性
を
欠
く
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
結
局
の
と
こ
ろ
、

Y
が
行
っ
た
侵
害
行
為
に
よ
る
X
の
損
害
及
び
損
害
額
に
つ
い
て
は
、
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X
と
Y
が
契
約
締
結
し
た
な
ら
ば
合
意
し
た
で
あ
ろ
う
適
正
な
使
用

料
に
相
当
す
る
金
額
を
X
の
逸
失
利
益
と
し
て
認
定
す
る
の
が
相
当

で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
X
に
は
Y
の
侵
害
行
為
に
よ
っ
て
損
害
が
生
じ

た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
使
用
料
に
つ
い
て
適
正
な
市
場
相

場
が
十
分
に
形
成
さ
れ
て
い
な
い
状
況
の
現
状
で
は
、
損
害
の
正
確

な
額
を
立
証
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
そ
う
で
あ
っ
て
み
る
と
、
民
訴
法
二
四
八
条
の
趣
旨
に
徴
し
、

一
応
求
め
ら
れ
た
上
記
損
害
額
を
参
考
に
、
前
記
認
定
の
事
実
及
び

弁
論
の
全
趣
旨
を
勘
案
し
、
Y
の
侵
害
行
為
に
よ
っ
て
X
に
生
じ
た

損
害
額
を
求
め
る
と
、
損
害
額
は
一
か
月
に
つ
き
一
万
円
で
あ
る
と

認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
」

「
一
般
に
不
法
行
為
に
対
す
る
被
害
者
の
救
済
と
し
て
は
、
損
害
賠

償
請
求
が
予
定
さ
れ
、
差
止
請
求
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
。
本
件
に

お
い
て
、
差
止
請
求
を
認
め
る
べ
き
事
情
が
あ
る
か
を
検
討
し
て
も
、

…
…
本
件
を
め
ぐ
る
事
情
に
照
ら
せ
ば
、
Y
の
将
来
に
わ
た
る
行
為

を
差
し
止
め
な
け
れ
ば
、
損
害
賠
償
で
は
回
復
し
得
な
い
よ
う
な
深

刻
な
事
態
を
招
来
す
る
も
の
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
本
件
全
証
拠
に
よ

っ
て
も
、
こ
れ
を
肯
認
す
べ
き
事
情
を
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な

い
。
」

〔
研
　
究
〕

　
判
旨
の
結
論
に
賛
成
、
理
論
構
成
の
一
部
に
疑
問
。

一
　
本
件
は
、
ニ
ュ
ー
ス
記
事
の
見
出
し
の
法
的
保
護
に
関
し
て
、

知
的
財
産
法
と
不
法
行
為
法
と
の
両
面
か
ら
検
討
し
、
後
者
に
よ
る

保
護
を
認
め
た
初
め
て
の
判
決
で
あ
る
。
ま
た
、
X
が
わ
が
国
を
代

表
す
る
新
聞
社
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
社
会
的
に
も
注
目
を
集

め
た
事
件
で
あ
る
。

　
と
く
に
、
本
判
決
で
は
、
知
的
財
産
法
に
違
反
し
な
い
行
為
が
不

法
行
為
を
構
成
す
る
場
合
の
一
例
を
示
し
た
も
の
と
し
て
、
今
後
に

も
影
響
を
及
ぼ
す
と
思
わ
れ
る
。

　
本
件
は
次
の
三
つ
の
点
に
つ
い
て
争
わ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
争
点

①
が
著
作
権
侵
害
（
Y
O
L
見
出
し
の
複
製
権
侵
害
及
び
公
衆
送
信

権
侵
害
並
び
に
Y
O
L
記
事
の
複
製
権
侵
害
〔
後
者
は
当
審
で
追

加
〕
）
を
理
由
と
す
る
差
止
請
求
及
び
損
害
賠
償
請
求
（
使
用
許
諾

料
相
当
額
四
八
○
万
円
）
、
争
点
②
が
不
正
競
争
防
止
法
二
条
一
項

三
号
の
不
正
競
争
行
為
〔
当
審
で
追
加
〕
を
理
由
と
す
る
差
止
請
求

及
び
損
害
賠
償
請
求
（
同
上
の
四
八
○
万
円
）
、
な
ら
び
に
争
点
③

が
不
法
行
為
を
理
由
と
す
る
差
止
請
求
及
び
損
害
賠
償
請
求
（
同
上

の
四
八
○
万
円
の
ほ
か
、
無
形
損
害
一
〇
〇
〇
万
円
、
弁
護
士
費
用

一
〇
〇
〇
万
円
の
合
計
二
四
八
O
万
円
）
で
あ
る
。

　
以
下
、
こ
の
三
つ
の
争
点
に
関
す
る
判
旨
を
そ
れ
ぞ
れ
検
討
し
て
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い
く
こ
と
と
す
る
。

二
　
争
点
①
に
つ
い
て
1
見
出
し
の
著
作
物
性

　
著
作
権
の
発
生
に
は
登
録
等
何
ら
の
方
式
を
要
せ
ず
（
著
作
権
法

一
七
条
二
項
）
、
創
作
さ
れ
た
も
の
が
「
著
作
物
」
（
著
作
権
法
二
条

一
項
一
号
）
に
該
当
す
れ
ば
そ
の
著
作
者
は
著
作
権
を
有
す
る
。
Y

O
L
見
出
し
が
著
作
物
と
認
め
ら
れ
れ
ば
、
X
は
著
作
権
を
有
す
る

こ
と
と
な
り
、
そ
の
場
合
、
Y
は
Y
O
L
見
出
し
を
ほ
ぼ
デ
ッ
ド
コ

ピ
ー
の
形
で
複
製
・
公
衆
送
信
し
て
い
る
こ
と
か
ら
著
作
権
侵
害
と

な
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
た
め
、
Y
O
L
見
出
し
の
著
作
物
性
が
問

題
と
な
る
。

　
著
作
権
法
二
条
一
項
一
号
は
著
作
物
を
「
思
想
又
は
感
情
を
創
作

的
に
表
現
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、
文
芸
、
学
術
、
美
術
又
は
音
楽
の

範
囲
に
属
す
る
も
の
を
い
う
。
」
と
定
義
し
、
著
作
物
た
り
う
る
た

め
の
五
要
件
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
要
件
に
つ
い
て
、
立
法
担

当
者
は
次
の
よ
う
に
説
明
を
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
思

想
・
感
情
を
核
と
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
フ
イ
リ
ピ
ン

海
溝
の
水
深
が
何
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
か
、
五
月
の
大
阪
の
平
均
気
温

が
何
度
で
あ
る
か
な
ど
の
デ
ー
タ
は
思
想
・
感
情
を
包
含
し
て
い
な

い
た
め
、
そ
れ
自
体
は
著
作
物
た
り
得
な
い
。
第
二
に
創
作
性
が
必

要
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
作
品
に
何
ら
か
の
知
的
活
動
の
成
果
が
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
方
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
外
れ
る
も
の
と

し
て
、
既
存
の
絵
画
の
模
写
や
美
術
作
品
を
単
に
忠
実
に
機
械
的
に

複
製
し
た
写
真
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
人
間
の
機
械
的
・
技
術
的
な

労
苦
は
知
的
創
造
活
動
の
現
れ
で
は
な
く
、
い
く
ら
努
力
し
て
も
著

作
物
た
り
得
な
い
。
ま
た
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
、

著
作
物
の
題
号
な
ど
も
創
作
的
表
現
で
は
な
い
と
い
う
理
解
の
仕
方

を
す
る
。
第
三
に
「
表
現
」
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ア
イ
デ

ア
、
理
論
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
な
ど
は
著
作
物
と
は
た
り
得
ず
、
そ
れ
ら

に
基
づ
い
て
具
体
的
に
表
現
さ
れ
た
小
説
・
論
文
・
楽
曲
・
絵
画
な

ど
の
よ
う
に
具
体
的
に
表
現
さ
れ
た
形
式
を
指
し
て
著
作
物
と
い
う
。

第
四
は
「
も
の
」
と
い
う
抽
象
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
例

え
ば
、
絵
画
は
著
作
物
で
あ
っ
て
も
、
キ
ャ
ン
バ
ス
に
塗
ら
れ
た
絵

具
と
い
う
具
体
物
を
指
し
て
著
作
物
と
い
う
の
で
は
な
く
、
そ
こ
に

表
現
さ
れ
て
い
る
抽
象
的
な
も
の
を
指
し
て
著
作
物
と
い
う
の
で
あ

っ
て
、
保
護
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
精
神
的
・
抽
象
的
な
存
在
で

あ
る
。
第
五
は
「
文
芸
、
学
術
、
美
術
又
は
音
楽
の
範
囲
に
属
す
る

も
の
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
文
芸
、
学
術
、
美
術
、
音
楽
を
そ
れ
ぞ

れ
区
分
け
し
て
ど
の
分
野
に
属
す
る
か
と
い
う
考
え
方
で
は
な
く
、

四
つ
を
包
括
的
に
解
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
文
芸
、
学
術
、

美
術
、
音
楽
と
い
う
知
的
・
文
化
的
な
包
括
概
念
の
範
囲
に
属
す
る

か
ど
う
か
で
判
断
す
る
こ
と
と
な
る
（
加
戸
守
行
『
著
作
権
法
逐
条

講
義
四
訂
新
版
』
一
九
頁
以
下
）
。
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Y
O
L
見
出
し
は
二
五
字
以
内
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う

な
短
さ
で
著
作
物
性
が
認
め
ら
れ
る
か
と
い
う
意
味
で
、
右
の
第
二

要
件
で
あ
る
創
作
性
要
件
を
満
た
す
か
が
焦
点
と
な
る
。

　
判
決
は
個
々
の
Y
O
L
見
出
し
の
創
作
性
の
有
無
を
判
断
し
、
す

べ
て
否
定
し
た
上
で
、
「
Y
O
」
見
出
し
の
性
質
や
作
成
過
程
等
に

つ
い
て
X
が
種
々
主
張
す
る
と
こ
ろ
を
考
慮
し
て
も
、
X
作
成
の
Y

O
L
見
出
し
に
つ
い
て
一
般
的
に
著
作
物
性
が
認
め
ら
れ
る
と
断
ず

る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
し
た
。

　
こ
の
点
、
短
い
表
現
で
あ
る
こ
と
の
み
を
も
っ
て
著
作
物
性
が
否

定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
わ
が
国
の
伝
統
と
し
て
俳
句
（
一
七
文

字
）
、
短
歌
（
一
一
二
文
字
）
に
著
作
物
性
が
あ
る
こ
と
に
異
論
は
な

い
。
ま
た
、
立
法
担
当
者
が
著
作
物
か
ら
除
外
し
て
い
た
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
着
用
促
進
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
つ
い
て
も
著
作
物
性
を
認
め
た

判
決
が
近
時
現
れ
て
い
る
（
東
京
地
判
平
成
一
三
年
五
月
三
〇
日
判

時
一
七
五
二
号
一
四
一
頁
、
東
京
高
判
平
成
一
三
年
一
〇
月
三
〇
日

判
時
一
七
七
三
号
一
二
七
頁
「
交
通
標
語
事
件
」
）
。
同
事
件
判
決
で

は
「
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
習
慣
を
普
及
さ
せ
た
い
と
願
っ
て
、

…
…
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
…
…
幼
児
の
視
点
か

ら
見
て
安
心
で
き
る
と
の
印
象
、
雰
囲
気
が
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

…
…
家
庭
的
な
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
車
内
の
情
景
が
効
果
的
か
つ
的
確

に
描
か
れ
て
い
る
と
い
え
る
こ
と
な
ど
の
点
に
照
ら
す
な
ら
ば
、
筆

者
の
個
性
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
」

と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
意
味
で
、
Y
O
L
見
出
し
に
も
同
様
の
こ
と

が
当
て
は
ま
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

　
し
か
し
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
着
用
さ
せ
た

方
が
安
全
で
あ
る
と
い
う
考
え
を
多
く
の
人
に
理
解
し
て
も
ら
い
、

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
習
慣
を
普
及
さ
せ
た
い
」
と
い
う
よ
う

な
思
想
ま
た
は
感
情
の
表
現
、
つ
ま
り
著
作
物
に
な
り
う
る
場
合
が

あ
る
と
い
え
る
が
、
Y
O
L
見
出
し
は
記
事
の
概
要
を
読
者
に
分
か

り
や
す
く
伝
え
る
た
め
の
表
題
で
あ
っ
て
、
同
列
に
は
扱
え
な
い
。

ま
た
、
事
実
の
伝
達
に
過
ぎ
な
い
雑
報
及
び
時
事
の
報
道
は
著
作
物

に
該
当
せ
ず
（
著
作
権
法
一
〇
条
二
項
）
、
こ
の
こ
と
か
ら
そ
も
そ

も
記
事
自
体
が
必
ず
著
作
物
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
記
事
が
著
作

物
で
な
い
場
合
、
そ
の
見
出
し
に
著
作
物
性
を
認
め
る
こ
と
は
矛
盾

す
る
感
が
否
め
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
Y
O
L
見
出
し
に
つ
い
て
一

般
的
に
著
作
物
性
が
認
め
ら
れ
る
と
断
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し

た
判
旨
は
妥
当
で
あ
る
。

三
　
争
点
②
に
つ
い
て
1
見
出
し
の
商
品
形
態
性

　
本
判
決
で
問
題
と
な
っ
た
不
正
競
争
防
止
法
旧
二
条
一
項
三
号
は

「
他
人
の
商
品
（
最
初
に
販
売
さ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経

過
し
た
も
の
を
除
く
。
）
の
形
態
（
当
該
他
人
の
商
品
と
同
種
の
商

品
（
同
種
の
商
品
が
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
他
人
の
商
品
と
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そ
の
機
能
及
び
効
用
が
同
一
又
は
類
似
の
商
品
）
が
通
常
有
す
る
形

態
を
除
く
。
）
を
模
倣
し
た
商
品
を
譲
渡
し
、
貸
し
渡
し
、
譲
渡
若

し
く
は
貸
渡
し
の
た
め
に
展
示
し
、
輸
出
し
、
若
し
く
は
輸
入
す
る

行
為
」
を
不
正
競
争
行
為
と
し
て
定
め
て
い
た
。

　
同
号
の
立
法
趣
旨
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
立
法
担
当
者
か
ら
説

明
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
商
品
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
短
縮
化
、

流
通
機
構
の
発
達
、
複
写
・
複
製
技
術
の
発
展
を
背
景
と
し
て
他
人

が
市
場
に
お
い
て
商
品
化
す
る
た
め
に
資
金
・
労
力
を
投
下
し
た
成

果
の
模
倣
が
き
わ
め
て
容
易
に
行
い
う
る
事
態
が
生
じ
て
お
り
、
模

倣
者
は
商
品
化
の
た
め
の
コ
ス
ト
や
リ
ス
ク
を
大
幅
に
軽
減
す
る
こ

と
が
で
き
る
一
方
で
、
先
行
者
の
市
場
先
行
の
メ
リ
ッ
ト
は
著
し
く

減
少
し
、
模
倣
者
と
先
行
者
と
の
問
に
は
競
争
上
著
し
い
不
公
正
が

生
じ
、
個
性
的
な
商
品
開
発
市
場
開
拓
へ
の
意
欲
が
阻
害
さ
れ
る
こ

と
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
放
置
す
れ
ば
、
公
正
な
競
業
秩
序

を
崩
壊
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏

ま
え
れ
ば
、
個
別
の
知
的
財
産
権
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
他
人
が

商
品
化
の
た
め
に
資
金
・
労
力
を
投
下
し
た
成
果
を
他
に
選
択
肢
が

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
と
さ
ら
完
全
に
模
倣
し
て
、
な
ん
ら
の
改

変
を
加
え
る
こ
と
な
く
自
ら
の
商
品
と
し
て
市
場
に
提
供
し
、
そ
の

他
人
と
競
争
す
る
行
為
は
、
競
争
上
、
不
正
な
行
為
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。
「
模
倣
」
と
い
え
る
た
め
に
は
、
他
人
に

商
品
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
と
結
果
の
実
質
的
同
一
性
が
判
断
の
要

素
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
「
形
態
」
の
語
は
、
実
際
に
市
場
に
出
さ

れ
た
商
品
が
有
す
る
形
状
、
模
様
、
色
彩
等
の
要
素
を
包
括
的
に
示

す
も
の
で
あ
る
。
（
経
済
産
業
省
知
的
財
産
政
策
室
『
逐
条
解
説
不

正
競
争
防
止
法
（
平
成
一
五
年
改
正
版
）
』
四
八
頁
以
下
）
。
「
商
品
」

と
は
、
商
取
引
の
目
的
と
な
っ
て
市
場
に
お
け
る
流
通
が
予
定
さ
れ

て
い
る
有
体
物
の
う
ち
主
と
し
て
動
産
を
い
う
（
山
本
庸
幸
『
要
説

不
正
競
争
防
止
法
第
三
版
』
一
三
一
頁
・
六
三
頁
）
。

　
Y
が
X
の
作
成
し
た
Y
O
L
見
出
し
を
「
模
倣
」
し
て
い
る
こ
と
は

疑
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
立
法
担
当
者
の
想
定
を
越
え
て
無
体

物
で
あ
る
Y
O
L
見
出
し
が
「
商
品
」
に
該
当
す
る
か
が
問
題
と
な
る
。

　
旧
不
正
競
争
防
止
法
一
条
一
項
一
号
（
現
行
不
正
競
争
防
止
法
二

条
一
項
一
号
に
あ
た
る
も
の
）
の
事
件
に
お
い
て
は
、
無
体
物
で
あ

る
書
体
が
「
商
品
」
に
該
当
す
る
と
し
た
決
定
が
一
例
存
在
す
る

（
東
京
高
決
平
成
五
年
一
二
月
二
四
日
判
時
一
五
〇
五
号
一
三
六
頁

「
モ
リ
サ
ワ
タ
イ
プ
フ
ェ
ー
ス
事
件
」
）
。
同
決
定
で
は
、
「
書
体
メ
ー

カ
ー
と
有
償
の
使
用
許
諾
契
約
等
を
締
結
し
て
そ
の
書
体
を
使
用
し

て
い
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
抗
告
人
ら
の
書
体
メ
ー

カ
ー
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
特
定
の
書
体
は
、
正
に
経
済
的
な
価
値

を
有
す
る
も
の
と
し
て
、
独
立
し
た
取
引
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
明
ら
か
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
か
か
る
性
格
を
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有
す
る
書
体
を
単
に
無
体
物
で
あ
る
と
の
理
由
の
み
で
不
正
競
争
防

止
法
一
条
一
項
一
号
の
『
商
品
』
に
該
当
し
な
い
と
す
る
こ
と
は
相

当
で
は
な
い
と
い
う
べ
き
」
と
さ
れ
た
。
Y
O
L
見
出
し
も
独
立
し

た
取
引
の
対
象
と
さ
れ
て
お
り
、
同
決
定
の
理
論
を
採
用
す
れ
ば
、

見
出
し
の
「
商
品
」
該
当
性
も
認
め
ら
れ
う
る
こ
と
と
な
る
。

　
し
か
し
、
同
決
定
は
混
同
惹
起
行
為
を
禁
じ
た
旧
不
正
競
争
防
止

法
一
条
一
項
一
号
（
現
行
不
正
競
争
防
止
法
二
条
一
項
一
号
）
に
関

す
る
も
の
で
あ
る
。
先
行
者
の
市
場
先
行
の
メ
リ
ッ
ト
を
保
護
す
る

不
正
競
争
防
止
法
二
条
一
項
三
号
と
は
利
益
状
況
が
異
な
る
の
で
あ

っ
て
、
同
様
の
理
論
を
そ
の
ま
ま
採
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま

た
、
同
決
定
に
つ
い
て
は
、
「
商
品
」
の
概
念
を
拡
張
し
過
ぎ
て
い

る
と
の
批
判
が
多
く
、
実
際
、
そ
の
後
、
同
様
の
判
断
を
示
し
た
裁

判
例
は
皆
無
で
あ
る
。
そ
の
裏
付
け
と
し
て
、
判
決
文
の
述
べ
る
通

り
、
平
成
一
七
年
改
正
は
従
来
の
判
例
な
ど
に
よ
り
一
般
に
受
け
入

れ
ら
れ
た
解
釈
に
基
づ
い
て
規
定
を
明
確
化
し
、
「
商
品
の
形
態
」

を
「
需
要
者
が
通
常
の
用
法
に
従
っ
た
使
用
に
際
し
て
知
覚
に
よ
っ

て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
商
品
の
外
部
及
び
内
部
の
形
状
並
び
に

そ
の
形
状
に
結
合
し
た
模
様
、
色
彩
、
光
沢
及
び
質
感
」
と
定
義
し

て
お
り
（
不
正
競
争
防
止
法
二
条
四
項
）
、
同
決
定
の
立
場
を
採
ら

な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
Y
O
L
見
出
し
の
よ
う
な
無
体
物
は
「
商
品
」
に

は
当
た
ら
ず
、
模
倣
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
不
正
競
争
防
止
法
二
条

一
項
三
号
に
は
該
当
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
判
旨
は
妥
当
で
あ
り
、

賛
成
す
る
。

四
　
争
点
③
に
つ
い
て
1
不
法
行
為
成
立
の
可
否

　
平
成
一
六
年
改
正
に
よ
る
現
代
語
化
以
前
の
民
法
七
〇
九
条
は

「
故
意
又
ハ
過
失
二
因
リ
テ
他
人
ノ
権
利
ヲ
侵
害
シ
タ
ル
者
ハ
之
二

因
リ
テ
生
シ
タ
ル
損
害
ヲ
賠
償
ス
ル
責
二
任
ス
」
と
定
め
て
い
た
が
、

判
決
も
述
べ
る
通
り
、
「
必
ず
し
も
著
作
権
な
ど
法
律
に
定
め
ら
れ

た
厳
密
な
意
味
で
の
権
利
が
侵
害
さ
れ
た
場
合
に
限
ら
ず
、
法
的
保

護
に
値
す
る
利
益
が
違
法
に
侵
害
が
さ
れ
た
場
合
で
あ
れ
ば
不
法
行

為
が
成
立
す
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
」
と
解
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
解
釈
を
受
け
て
現
行
民
法
七
〇
九
条
で
は
「
故
意
又
は
過
失
に
よ

っ
て
他
人
の
権
利
又
は
法
律
上
保
護
さ
れ
る
利
益
を
侵
害
し
た
者
は
、

こ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
を
賠
償
す
る
責
任
を
負
う
。
」
と
定
め

ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
あ
る
時
点
の
法
制
度
に
お
い
て
知
的

財
産
権
を
侵
害
し
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
不
法
行
為
の
成
立
が
全
く

否
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
実
際
、
後
述
す
る
よ
う
に
本
判
決
以

前
に
も
そ
の
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
不
法
行
為
の
成
立
を
認
め
た
著

名
な
裁
判
例
が
あ
っ
た
。

　
本
判
決
で
は
、
既
述
の
通
り
、
Y
の
行
為
の
著
作
権
侵
害
、
不
正

競
争
防
止
法
違
反
を
と
も
に
否
定
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
な
理
由
で
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不
法
行
為
の
成
立
を
認
め
た
。
す
な
わ
ち
、
「
本
件
Y
O
」
見
出
し

は
、
X
の
多
大
の
労
力
、
費
用
を
か
け
た
報
道
機
関
と
し
て
の
一
連

の
活
動
が
結
実
し
た
も
の
と
い
え
る
こ
と
、
著
作
権
法
に
よ
る
保
護

の
下
に
あ
る
と
ま
で
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
の
、
相
応
の
苦
労
・
工

夫
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
簡
潔
な
表
現
に
よ
り
、
そ

れ
自
体
か
ら
報
道
さ
れ
る
事
件
等
の
ニ
ュ
ー
ス
の
概
要
に
つ
い
て
一

応
の
理
解
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
Y
O
L
見
出
し
の

み
で
も
有
料
で
の
取
引
対
象
と
さ
れ
る
な
ど
独
立
し
た
価
値
を
有
す

る
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
実
情
が
あ
る
こ
と
な
ど
に
照
ら
せ
ば
、

Y
O
L
見
出
し
は
、
法
的
保
護
に
値
す
る
利
益
と
な
り
得
る
も
の
と

い
う
べ
き
で
あ
る
。
一
方
、
前
認
定
の
事
実
に
よ
れ
ば
、
Y
は
、
X

に
無
断
で
、
営
利
の
目
的
を
も
っ
て
、
か
つ
、
反
復
継
続
し
て
、
し

か
も
、
Y
O
L
見
出
し
が
作
成
さ
れ
て
間
も
な
い
い
わ
ば
情
報
の
鮮

度
が
高
い
時
期
に
、
Y
O
L
見
出
し
及
び
Y
O
L
記
事
に
依
拠
し
て
、

特
段
の
労
力
を
要
す
る
こ
と
も
な
く
こ
れ
ら
を
デ
ッ
ド
コ
ピ
ー
な
い

し
実
質
的
に
デ
ッ
ド
コ
ピ
ー
し
て
L
T
リ
ン
ク
見
出
し
を
作
成
し
、

こ
れ
ら
を
自
ら
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
L
T
表
示
部
分
の
み
な
ら
ず
、

二
万
サ
イ
ト
程
度
に
も
及
ぶ
設
置
登
録
ユ
ー
ザ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

の
L
T
表
示
部
分
に
表
示
さ
せ
る
な
ど
、
実
質
的
に
L
T
リ
ン
ク
見

出
し
を
配
信
し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
ラ
イ
ン
ト
ピ

ッ
ク
ス
サ
ー
ビ
ス
が
X
の
Y
O
L
見
出
し
に
関
す
る
業
務
と
競
合
す

る
面
が
あ
る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
…
…
Y
の
ラ
イ

ン
ト
ピ
ッ
ク
ス
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
一
連
の
行
為
は
、
社
会
的
に
許

容
さ
れ
る
限
度
を
越
え
た
も
の
で
あ
っ
て
、
X
の
法
的
保
護
に
値
す

る
利
益
を
違
法
に
侵
害
し
た
も
の
と
し
て
不
法
行
為
を
構
成
す
る
も

の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
」
と
し
た
。

　
不
法
行
為
の
成
立
は
、
ま
さ
に
そ
の
都
度
の
事
情
に
よ
る
。
本
判

決
の
判
断
が
全
く
新
規
な
理
論
を
展
開
し
た
も
の
で
あ
る
の
か
を
判

断
す
る
た
め
に
は
他
の
裁
判
例
と
の
比
較
が
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

知
的
財
産
権
非
侵
害
行
為
で
あ
っ
て
も
不
法
行
為
の
成
立
（
も
し
く

は
そ
の
可
能
性
）
が
認
め
ら
れ
た
こ
れ
ま
で
の
事
例
と
比
較
し
、
本

判
決
の
位
置
づ
け
を
明
確
に
す
る
こ
と
と
す
る
。

①
　
「
木
目
化
粧
紙
事
件
」
東
京
高
判
平
成
三
年
一
二
月
一
七
日
知

財
集
二
三
巻
三
号
八
O
八
頁

　
木
目
化
粧
紙
を
販
売
す
る
者
が
そ
の
デ
ッ
ド
コ
ピ
ー
製
品
を
販
売

す
る
者
に
対
し
て
訴
え
を
提
起
し
た
も
の
で
あ
り
、
不
正
競
争
防
止

法
一
一
条
一
項
三
号
創
設
の
契
機
と
も
な
っ
た
著
名
な
事
件
で
あ
る
。

判
決
は
木
目
化
粧
紙
の
著
作
物
性
を
否
定
し
た
上
で
、
「
人
が
物
品

に
創
作
的
な
模
様
を
施
し
そ
の
創
作
的
要
素
に
よ
っ
て
商
品
と
し
て

の
価
値
を
高
め
、
こ
の
物
品
を
製
造
販
売
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
営
業

活
動
を
行
っ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
該
物
品
と
同
一
の
物
品
に
実

質
的
に
同
一
の
模
様
を
付
し
、
そ
の
者
の
販
売
地
域
と
競
合
す
る
地

111



法学研究79巻1号（2006：1）

域
に
お
い
て
こ
れ
を
廉
価
で
販
売
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
営
業
活

動
を
妨
害
す
る
行
為
は
、
公
正
か
つ
自
由
な
競
争
原
理
に
よ
っ
て
成

り
立
つ
取
引
社
会
に
お
い
て
、
著
し
く
不
公
正
な
手
段
を
用
い
て
他

人
の
法
的
保
護
に
値
す
る
営
業
活
動
上
の
利
益
を
侵
害
す
る
も
の
と

し
て
、
不
法
行
為
を
構
成
す
る
」
と
判
示
し
た
。

⑭
　
「
自
動
車
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
事
件
」
東
京
地
判
平
成
一
三
年
五
月

二
五
日
判
時
一
七
七
四
号
二
二
二
頁

　
作
成
し
た
自
動
車
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
複
製
さ
れ
た
者
が
そ
の
複
製

し
た
者
に
対
し
て
訴
え
を
提
起
し
た
も
の
で
あ
り
、
最
終
的
に
五
六

〇
〇
万
円
余
の
損
害
賠
償
が
認
め
ら
れ
た
事
件
で
あ
る
。
裁
判
所
は
、

当
該
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
は
情
報
の
選
択
や
体
系
的
な
構
成
に
創
作
性

が
な
い
と
し
て
著
作
物
性
を
否
定
し
た
上
で
、
「
人
が
費
用
や
労
力

を
か
け
て
情
報
を
収
集
、
整
理
す
る
こ
と
で
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作

成
し
、
そ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
製
造
販
売
す
る
こ
と
で
営
業
活
動
を

行
っ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
デ
ー
タ
を
複

製
し
て
作
成
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
、
そ
の
者
の
販
売
地
域
と
競
合

す
る
地
域
に
お
い
て
販
売
す
る
行
為
は
、
公
正
か
つ
自
由
な
競
争
原

理
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
取
引
社
会
に
お
い
て
、
著
し
く
不
公
正
な
手

段
を
用
い
て
他
人
の
法
的
保
護
に
値
す
る
営
業
活
動
上
の
利
益
を
侵

害
す
る
も
の
と
し
て
、
不
法
行
為
を
構
成
す
る
」
と
判
示
し
た
。

⑭
　
「
写
真
植
字
機
文
字
盤
事
件
」
大
阪
地
判
平
成
元
年
三
月
八
日

無
体
集
二
一
巻
一
号
九
三
頁

　
写
真
植
字
機
文
字
の
製
作
を
行
う
者
が
、
そ
の
書
体
を
模
倣
さ
れ

た
と
し
て
訴
え
を
提
起
し
た
も
の
で
あ
る
。
裁
判
所
は
、
書
体
の
著

作
物
性
を
否
定
し
た
上
で
、
「
本
件
書
体
の
よ
う
な
実
用
的
な
文
字

の
書
体
に
つ
い
て
も
、
そ
の
製
作
者
は
、
こ
れ
を
よ
り
よ
く
そ
の
実

用
目
的
に
適
し
た
も
の
に
す
る
た
め
に
、
あ
る
い
は
よ
り
見
や
す
く

美
し
い
も
の
に
す
る
た
め
に
等
様
々
な
観
点
か
ら
、
創
意
、
工
夫
を

凝
ら
し
、
新
し
い
書
体
の
製
作
や
改
良
に
努
め
て
い
る
こ
と
、
こ
う

し
た
書
体
の
製
作
や
改
良
の
作
業
に
は
、
多
く
の
労
力
と
時
間
、
そ

し
て
費
用
を
要
す
る
こ
と
、
そ
の
た
め
、
原
告
が
所
属
す
る
写
植
業

界
等
で
は
、
他
人
が
製
作
し
た
書
体
の
文
字
を
使
用
す
る
場
合
に
は
、

そ
の
製
作
者
な
い
し
保
有
者
に
対
し
、
使
用
に
つ
い
て
の
許
諾
を
求

め
、
更
に
対
価
を
支
払
う
こ
と
も
、
か
な
り
広
く
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
、
以
上
の
よ
う
な
事
実
を
認
め
る
こ
と
が
で

き
る
。
…
…
右
の
よ
う
な
事
実
を
参
酌
す
る
と
、
前
記
判
示
の
著
作

物
性
の
認
め
ら
れ
な
い
書
体
で
あ
っ
て
も
、
真
に
創
作
性
の
あ
る
書

体
が
、
他
人
に
よ
っ
て
、
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
無
断
で
使
用
さ
れ
て

い
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
不
法
行
為
の
法
理
を
適
用

し
て
保
護
す
る
余
地
は
あ
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
」
と
判

示
し
た
。
た
だ
し
、
「
被
告
書
体
の
文
字
と
本
件
書
体
の
文
字
と
の

間
に
い
く
つ
か
の
相
違
点
が
み
ら
れ
る
こ
と
も
、
前
示
の
と
お
り
で
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あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
を
総
合
考
慮
す
る
と
、
一
見
、
被
告
書
体
が
、

本
件
書
体
に
似
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
と
し
て
も
、
だ
か
ら

と
い
っ
て
、
直
ち
に
、
こ
れ
を
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
流
用
し
た
も
の

で
あ
る
と
ま
で
断
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
」
と
結
論
と
し
て
は
不

法
行
為
の
成
立
を
認
め
な
か
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
裁
判
例
を
傭
瞼
す
る
と
、
多
大
な
労
力
と
時
間
、
費
用

を
要
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
を
デ
ッ
ド
コ
ピ
ー
し
、
そ
れ
を
競
合
し

て
販
売
を
行
う
よ
う
な
場
合
に
不
法
行
為
の
成
立
を
認
め
る
傾
向
が

認
め
ら
れ
る
。
こ
の
傾
向
を
本
件
に
つ
い
て
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る

と
、
本
件
Y
O
L
見
出
し
は
、
X
の
多
大
の
労
力
、
費
用
を
か
け
た

報
道
機
関
と
し
て
の
一
連
の
活
動
が
結
実
し
た
も
の
と
い
え
る
と
さ

れ
、
ま
た
、
Y
は
、
Y
O
L
見
出
し
及
び
Y
O
L
記
事
に
依
拠
し
て
、

特
段
の
労
力
を
要
す
る
こ
と
も
な
く
こ
れ
ら
を
デ
ッ
ド
コ
ピ
ー
な
い

し
実
質
的
に
デ
ッ
ド
コ
ピ
ー
し
て
L
T
リ
ン
ク
見
出
し
を
作
成
し
、

実
質
的
に
L
T
リ
ン
ク
見
出
し
を
配
信
し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、

こ
の
よ
う
な
ラ
イ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス
サ
ー
ビ
ス
が
X
の
Y
O
L
見
出
し

に
関
す
る
業
務
と
競
合
す
る
面
が
あ
る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
と
認

定
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
裁
判
例
に
沿
っ
て
X
の
「
法
的
保
護
に

値
す
る
利
益
」
の
判
断
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
。

　
一
方
で
、
不
法
行
為
の
成
立
に
は
損
害
の
発
生
も
要
件
と
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
の
点
の
判
旨
に
つ
い
て
は
疑
問
が
あ
る
。
本
判
決
は
、

「
Y
が
ラ
イ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス
サ
ー
ビ
ス
を
一
定
期
問
行
っ
て
い
た
か

ら
と
い
っ
て
、
そ
の
分
、
X
の
Y
O
」
見
出
し
に
ア
ク
セ
ス
す
る
数

が
現
実
に
減
少
し
た
な
ど
の
事
情
が
証
拠
上
認
め
る
こ
と
が
で
き
な

い
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
視
点
か
ら
は
、
X
に
は
実
損
害
が
生
じ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
と
も
い
え
な
く
も
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ

う
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
他
人
の
形
成
し
た
情
報
に
つ
い
て
、
契

約
締
結
を
し
て
約
定
の
使
用
料
を
支
払
っ
て
こ
れ
を
営
業
に
使
用
す

る
者
が
あ
る
の
を
後
目
に
、
契
約
締
結
を
し
な
い
で
そ
れ
ゆ
え
無
償

で
こ
れ
を
自
己
の
営
業
に
使
用
す
る
者
を
、
当
該
他
人
に
実
損
害
が

生
じ
て
い
な
い
も
の
と
し
て
、
何
ら
の
費
用
負
担
な
く
し
て
容
認
す

る
こ
と
は
、
侵
害
行
為
を
助
長
す
る
結
果
に
な
り
、
社
会
的
な
相
当

性
を
欠
く
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
結
局
の
と
こ
ろ
、

Y
が
行
っ
た
侵
害
行
為
に
よ
る
X
の
損
害
及
び
損
害
額
に
つ
い
て
は
、

X
と
Y
が
契
約
締
結
し
た
な
ら
ば
合
意
し
た
で
あ
ろ
う
適
正
な
使
用

料
に
相
当
す
る
金
額
を
X
の
逸
失
利
益
と
し
て
認
定
す
る
の
が
相
当

で
あ
る
。
」
と
述
べ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
、
実
損
害
が
生
じ
て

い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
侵
害
行
為
を
助
長
す
る
結
果
と
な
り
社

会
的
相
当
性
を
欠
く
と
い
う
理
由
で
、
X
と
Y
が
契
約
締
結
し
た
な

ら
ば
合
意
し
た
で
あ
ろ
う
適
正
な
使
用
料
に
相
当
す
る
金
額
を
X
の

逸
失
利
益
を
損
害
額
と
し
て
認
め
る
こ
と
と
な
っ
て
、
損
害
の
填
補

を
原
則
と
す
る
わ
が
国
の
不
法
行
為
責
任
に
懲
罰
的
な
色
彩
を
帯
び
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さ
せ
る
こ
と
に
な
り
妥
当
で
は
な
い
。

　
す
で
に
見
た
通
り
、
知
的
財
産
権
非
侵
害
行
為
に
よ
り
不
法
行
為

が
成
立
す
る
の
は
、
多
大
な
労
力
と
時
間
、
費
用
を
要
し
て
作
成
し

た
も
の
を
無
断
利
用
す
る
場
合
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
な
場

合
に
は
、
法
令
に
よ
り
独
占
権
が
認
め
ら
れ
て
い
な
く
と
も
、
作
成

さ
れ
た
も
の
に
よ
り
生
じ
る
利
益
は
そ
の
作
成
者
が
享
受
す
べ
き
も

の
で
あ
る
と
い
う
判
断
が
基
礎
に
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
他
人
に
よ

る
無
断
利
用
の
時
点
で
損
害
が
あ
っ
た
と
認
定
す
べ
き
で
あ
る
。
そ

の
上
で
、
損
害
額
の
認
定
が
困
難
で
あ
れ
ば
、
民
事
訴
訟
法
二
四
八

条
を
適
用
し
て
、
使
用
料
相
当
額
を
X
の
逸
失
利
益
と
認
め
る
こ
と

で
同
様
の
結
論
を
導
け
る
。
し
た
が
っ
て
、
判
旨
の
結
論
に
は
賛
成

す
る
が
、
損
害
発
生
お
よ
び
損
害
額
の
認
定
の
仕
方
に
は
疑
問
が
あ

る
。五
　
ギ
ャ
ロ
ッ
プ
レ
ー
サ
ー
事
件
最
高
裁
判
決
と
の
関
係

　
知
的
財
産
法
と
不
法
行
為
法
と
の
関
係
を
述
べ
た
最
高
裁
判
決
と

し
て
ギ
ャ
ロ
ッ
プ
レ
ー
サ
ー
事
件
（
最
判
平
成
一
六
年
二
月
二
二
日

民
集
五
八
巻
二
号
三
二
頁
）
が
あ
る
。
同
事
件
は
、
実
在
す
る
競

走
馬
の
名
称
を
ゲ
ー
ム
に
お
い
て
使
用
す
る
際
、
そ
の
所
有
者
が
競

走
馬
の
名
称
等
の
無
断
利
用
に
対
し
て
差
止
め
や
損
害
賠
償
の
請
求

が
で
き
る
か
が
争
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
も
の
の
パ
ブ

リ
シ
テ
ィ
権
」
に
関
す
る
判
決
と
し
て
著
名
で
あ
る
。

　
最
高
裁
は
、
「
競
走
馬
の
名
称
等
が
顧
客
吸
引
力
を
有
す
る
と
し

て
も
、
物
の
無
体
物
と
し
て
の
面
の
利
用
の
一
態
様
で
あ
る
競
走
馬

の
名
称
等
の
使
用
に
つ
き
、
法
令
等
の
根
拠
も
な
く
競
走
馬
の
所
有

者
に
対
し
排
他
的
な
使
用
権
等
を
認
め
る
こ
と
は
相
当
で
は
な
く
、

ま
た
、
競
走
馬
の
名
称
等
の
無
断
利
用
行
為
に
関
す
る
不
法
行
為
の

成
否
に
つ
い
て
は
、
違
法
と
さ
れ
る
行
為
の
範
囲
、
態
様
等
が
法
令

等
に
よ
り
明
確
に
な
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
現
時
点
に
お
い
て
、

こ
れ
を
肯
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
」

と
判
示
し
た
。

　
こ
の
判
断
か
ら
す
る
と
、
Y
O
L
見
出
し
の
使
用
と
い
う
よ
う
な

も
の
は
、
ま
さ
に
違
法
と
さ
れ
る
行
為
の
範
囲
、
態
様
等
が
法
令
等

に
よ
り
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
た
め
、
不
法
行
為
は
成
立
し
な
い
と

の
結
論
が
導
か
れ
る
べ
き
と
も
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
最
高
裁
判

決
は
本
件
以
前
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
看
過
で
き
な
い
。

　
し
か
し
、
両
者
は
整
合
性
を
有
す
る
と
解
さ
れ
る
。
最
高
裁
判
決

は
あ
く
ま
で
「
も
の
の
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
権
」
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、

顧
客
吸
引
力
が
問
題
と
な
る
も
の
で
あ
る
一
方
、
本
件
で
は
Y
O
L

見
出
し
の
顧
客
吸
引
力
は
問
題
と
な
ら
ず
、
あ
く
ま
で
そ
の
作
成
過

程
に
お
け
る
X
の
多
大
の
労
力
、
費
用
や
Y
O
L
見
出
し
の
取
引
の

実
情
等
に
基
づ
い
て
不
法
行
為
の
成
立
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

両
者
は
同
一
平
面
上
で
比
較
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
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こ
の
意
味
で
、
本
件
判
決
は
ギ
ャ
ロ
ッ
プ
レ
ー
サ
ー
事
件
最
高
裁
判

決
の
射
程
が
「
も
の
の
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
権
」
に
つ
い
て
の
知
的
財
産

法
と
不
法
行
為
法
と
の
関
係
に
と
ど
ま
る
点
を
明
確
に
し
た
と
い
う

意
義
も
有
す
る
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
諏
訪
野
　
大
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